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はじめに

小 笠 原 群 島 は 本 土 か ら 約 1000 km 南

に位置する太平洋上の海洋島で，聟島列

島，父島列島，および母島列島から成る．

小笠原群島の鳥類相は、戦前から現在に

かけてまとめられた文献がいくつか存在

す る (Seebohm 1890， 籾 山 1930， 蓮 尾

1969， 樋 口 1984， 千 葉・ 船 津 1991 な

ど）．これらの文献によると小笠原群島の

鳥類相には時代とともに大きな変遷が見

られる．19 世紀末までにオガサワラカラ

ス バ ト Columba versicolor や オ ガ サ ワ ラ

ガ ビ チ ョ ウ Cichlopasser terrestris な ど の

小笠原群島の固有種を含む多くの在来種

が絶滅し，20 世紀に入ってからはメジロ

Zosterops japonicus が人為的に移入され（籾

山 1930），戦後には自然に分布拡大したと

思われるモズ Lanius bucephalus とトラツ

グミ Zoothera dauma が定着している（川

上 2002）． 今 回，2005 年 4 月 か ら 2006

年 3 月の 1 年間に父島列島父島に在住して

いた筆者の鳥類の観察記録を報告する．ま

た，過去に年間を通した鳥類の観察記録と

して，千葉・船津（1991）による 1989 年

から 1991 年の 2 年間の父島の観察記録が

ある．これについて今回の結果と比較し，

鳥類相の変化を明らかにした．

方法

調査は小笠原群島父島列島父島（142°

11′E，27°05′N）において行った（面積 

24 km2，最大標高 326 m）．観察は，A：

奥村運動場（草原），B：二見港 ( 海上，港），

C：自衛隊基地（砂浜，草原），D：州崎（海

岸，ギンネム林），E：小曲（森林，集落），

F：小港～北袋沢（河川，森林，畑） の 6 カ

所で行った（図１）．観察は 2005 年 4 月か

ら 2006 年 3 月の期間に，毎月各場所へ任

意の時間に 2 回以上行き，10 倍の双眼鏡と

30 倍の望遠鏡を使用して出現した鳥類の種

類を記録した．調査地以外の場所で観察さ

れた鳥類の種類もあわせて記録した．年間

を通して，島内のいたるところで観察され

た種は，観察場所を記録しなかった．同時

期の小笠原自然文化研究所 (2005，2006） 

による父島の鳥類の観察記録も今回の結果

に含めた．確認された鳥類は川上（2003） 

に従って，現在までに小笠原群島で繁殖記

録のある種とそれ以外の渡り鳥に区別した．

これらの結果を，調査した年から 15 年前

である 1989 年 4 月から 1991 年 3 月の 2

年間に父島で観察された種を記録した千葉・

船津（1991） の結果と比較した．

結果および考察



160

今回観察された小笠原群島で繁殖記録の

ある陸鳥は 8 種であった（表 1）．このうち，

小笠原固有亜種はオガサワラノスリ Buteo 

buteo toyoshimai，アカガシラカラスバト

Columba janthina nitens，オガサワラヒヨ

ド リ Hypsipetes amaurotis squameiceps，

ハシナガウグイス Cettia diphone diphone

である．また，メジロは人為的に持ち込ま

れた移入種である（籾山 1930）．この種構

成は 15 年前の記録と同じであった（千葉・

船津 1991）．

これらの種のうち，モズとアカガシラカ

ラスバト以外は毎月，島内の多くの場所で

観察された．モズの出現状況は，今回と 15

年前の記録に違いが見られた．小笠原群島

において，モズは 1985 年頃に父島で繁殖

が初めて確認され，1990 年頃は父島内の

広い範囲で観察されていたようである（千

葉 1990，千葉 1991，千葉・船津 1991，

鈴木・千葉 1991）．父島以外でも 1980 年

後半から 1990 年代にかけて，父島列島の

属島である兄島と弟島や母島列島の母島で

短期的に数個体が観察されている（千葉

1991，1993，川上 2002，弟島の記録は

1995 年 6 月 15 日に 1 個体；川上和人私信）．

ところが，今回の調査では 10 月と 12 月に

それぞれ 1 個体のみが北袋沢で観察された

にすぎなかった．また，翌年の 2006 年 10

月に北袋沢で雄 1 個体が確認されている（西

海功私信）。それ以降，2010 年 11 月現在

にいたるまで，小笠原群島内でモズが確認

された記録がない．したがって，現在では

何らかの原因で小笠原群島の個体群がほぼ

消滅した状況にある可能性がある．アカガ

シラカラスバトは 11 月に 1 個体しか観察

されなかった．15 年前の記録でも，1989

年～ 1990 年の間に一回観察されているだ

けである（千葉・船津 1991）．本亜種は現

在，絶滅危惧 IA 類に指定されている（環境

省 2008） ．15 年前も今回も本種の観察例

がごく少ないことから，父島における本種

の生息個体数がそもそも少ない可能性が考

えられる．

小笠原群島で繁殖記録のある海鳥では，

カツオドリ Sula leucogaster とクロアジサ

シ Anous stolidus の 2 種が確認された（表

1）．他の種類の海鳥も小笠原群島で繁殖し

ているが（川上 2002），今回は陸地からの

観察であったため確認されなかった．

渡り鳥は合計 53 種が観察された．全体

的な出現種数は夏期に少なく，秋期から

春期にかけて種数が増加する傾向が見ら

図 1．観察場所．
A：奥村運動場，B：二見港，C：自衛隊基地，D：州崎，
E：小曲，F：小港～北袋沢．灰色部分は観察した範囲、
太線は河川を示す．
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れた（図 2，表 1）．夏期を除いてチドリ

目は比較的多くの種類が観察された．年間

を通して多くの月に観察された種は，チド

リ目のキョウジョシギ Arenaria interpres，

ムナグロ Pluvialis fulva，イソシギ Actitis 

hypoleucos の 3 種であった．コウノトリ目

は春期と秋期に，カモ目とカモメ目は冬期

に，スズメ目は秋期に観察種数が増加した．

全体として今回の傾向は 15 年前と類似し

ていた（千葉・船津 1991）．
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